
（様式⑦　小学校・中学校）
　

●校内研修や研究授業の実施、ICTの積極的な活用

を通して、深い学びがあるよりよい授業の実現をめざす。
「授業は分かりやすい」の肯定率

学校教育

アンケート
３学期

生徒が主体的に学びに取り組む授業への転換を図る。

「授業では先生や友達の発言をよく

聞くなど、積極的に学習に取り組ん

でいる」の肯定率

学校教育

アンケート
３学期

★小中合同研修や相互参観の実施
職員

アンケート
３学期

★「小テスト」の実施や「週末課題」等を工夫し、自ら学

習する習慣を身につけさせる。

学校教育

アンケート
３学期

★小中一貫教育推進のため、校区内小学校との「縦に

つながり・横に広がる」連携・接続を進める。

学校教育

アンケート
３学期

教師・生徒がともにすすんであいさつすることをとおして、

社会性をはぐくむ。
「よくあいさつをしている」の肯定率

学校教育

アンケート
３学期

●物事の善悪を理解し、社会のルールを守る態度を育

成する。

「先生はいじめや問題行動に真剣に

対応している」の保護者回答の肯定

率

学校教育

アンケート
３学期

生徒の自主活動を高め、学校生活を充実させる。
「生徒会活動や委員会活動、部活

動をがんばっている」の肯定率

学校教育

アンケート
３学期

清掃活動やボランティア活動（ファーム）を充実させる。
「学校をきれいにするよう、清掃活動

等をがんばっている」の肯定率

学校教育

アンケート
３学期

読

書

活

動

基本的な生活習慣（ルーティン）の確立
読書に関して、環境づくりを進め、雰囲気の醸成に努め

る。

「普段、１日あたり30分以上読書を

している」の肯定率

学校教育

アンケート
３学期

開
か
れ
た
学
校

H

P

の

充

実

学校の情報を適切に公開し、信頼される学校づくり

をめざす。

適切な情報を日々発信し、地域・保護者等の学校教

育活動への関心を高める。
昨年度のアクセス数との比較

学校教育

アンケート

アクセス数

３学期

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】
中学校区におけるめざす子ども像

◎自分の考えを伝えあい、学びを深め、その知識を活用することができる子　◎互いに認め合い協力し合う子　◎自他の体を大切にし健やかでたくましい子
堺市立陵南中学校

確
か
な
学
び

校長より(年度末)

学校関係者評価

達成状況(年度末)
評価時期評価方法

判断基準
（評価のものさし）

具体的な取組
（●重点とする取組　★中学校区での取組）

具体目標
大
項
目

中
項
目 自己評価

校長　長畠良憲

学校関係者評価者から(年度末)

生

徒

活

動

の

充

実

・主体的な生徒活動の実践を図る

・清掃活動やファームの充実

生徒が主体的・対話的で深い学びの実装に向け、

個別最適な学びと協働的な学びを進める。

家庭等で自ら進んで学習する習慣を定着させる。

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

「家庭での学習時間が増えた」の肯

定率

確かな学びの現状

・すべての生徒がそれぞれの学びに向かえる環境づくりを継続し、グループ学習など学び合いを大切にしていく。また、自分の考えを発表し、他者の

考えを大切にすることで「問題解決力」をはぐくんでいる。教員は、授業改善と指導力向上に向けて取組を進めている。

・今までの取組を継続しながら、研修等を見直し、主体的・対話的で深い学びが進むよう、学校全体で課題解決に取り組んでいる。

豊かな心・健やかな体の現状

・およそ９割の生徒が、「学校は楽しい」と答え、体育大会や文化活動発表会、学校行事などに熱心に取り組んでいる。

・読書に関しては課題が大きく、学校での取組などを通じて習慣化するためのきっかけづくりなどに取り組む必要を感じている。

・スマートフォン等を使ったインターネットやゲームを行う割合が年々増加の傾向にある。SNSに関するトラブルも危惧されるため、何らかの取組を行う必要がある。

・部活動への加入率は高い。今後は地域展開を見据え、持続可能な部活動の形を地域や保護者と考えていく必要を感じている。

 令和８年度　重点目標　　　・体罰根絶に向けた教職員の意識の変革

・学力向上・授業改善に取り組む

・不登校の解消に向けた対策の実施

・働き方改革の一層の推進

社

会

性

の

育

成

他者とのより良い関係性構築に必要なルールについ

て自分事として考える態度を育成する。

進捗確認
（～12月）

授

業
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工

夫

改

善
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定

着


